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[第２８号] 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

 

昨
年
は
Ｏ
Ｂ
会
自
立
元
年
と
し
て
、

初
の
総
会
を
深
谷
駅
近
く
の
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
二
百
十
名
を
超
え
る
方
々
に

ご
参
加
頂
き
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
達
と
の
交
流
を

活
発
に
図
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
バ
ス
旅
行
で
は
国
会
議

事
堂
で
東
芝
Ｏ
Ｂ
の
石
上
と
し
お
議
員

の
出
迎
え
を
受
け
て
見
学
し
、
昼
食
は

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
バ
イ
キ
ン

グ
、
浅
草
の
浅
草
寺
参
拝
な
ど
バ
ス
二

台
の
参
加
者
で
楽
し
く
行
っ
て
来
ま
し

た
。 こ

れ
も
皆
様
の
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
、
Ｏ
Ｂ
会
事
業
を
大
儀

な
く
遂
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と

衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
後
半
に
入

っ
て
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定
、
日
本
の
宇
宙
開
発
に
新

時
代
を
築
く
イ
プ
シ
ロ
ン
打
ち
上
げ
成 

 

功
と
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
対
象
と
な
る
技

術
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
追
い
風
と
な
り

今
年
が
楽
し
み
で
す
。 

一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
昨
年
か
ら
引
き

続
き
、
閣
僚
会
合
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
輸
入

品
に
か
け
る
関
税
の
撤
廃
で
、
注
目
さ
れ

て
い
る
重
要
五
項
目(

米
、
麦
、
牛
豚
肉
、

乳
製
品
、
甘
味
資
源)

が
日
本
の
「
聖
域
」

と
し
て
守
り
切
れ
る
か
、
昨
年
農
水
省
が

発
表
し
た
食
糧
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
３
９
％
と
先
進
国
の
中
で
か
な

り
低
い
数
字
で
す
が
関
税
を
撤
廃
す
る

と
２
７
％
に
低
下
す
る
試
算
が
出
て
い

ま
す
。 

交
渉
の
決
着
は
重
要
五
項
目
を
守
ろ

う
と
す
れ
ば
自
由
化
率
が
９
３
．
５
％
に

し
か
な
ら
ず
重
要
五
項
目
を
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
守
る
べ
き
も
の

を
守
っ
て
自
由
化
す
べ
き
も
の
は
す
る

重
要
五
項
目
で
政
府
の
交
渉
力
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
活
動
は
現
在
十
三
同
好
会
と

「
福
祉
イ
ベ
ン
ト
ひ
ま
あ
り
」
が
精
力
的

に
活
動
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま
す
。 

新
入
会
員
は
事
業
構
造
改
革
の
一
環

で
現
役
部
隊
が
分
散
し
た
こ
と
で
、
勧
誘

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
、
青
梅
工
場
総
務
部
並
び
に
Ｄ
Ｍ

Ｅ
に
深
谷
工
場
出
身
者
で
定
年
を
迎
え

ら
れ
る
方
々
に
「
退
職
者
の
皆
様
へ
」
の

リ
ー
フ
を
準
備
し
て
配
布
を
お
願
い
に

出
向
き
快
く
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年

は
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
（
Ｔ
Ｄ
）、

Ｔ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
に
お
願
い
に
上
が
り
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
後
輩

に
お
声
掛
け
い
た
だ
き
入
会
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

日
光
そ
ば
祭
り
紀
行 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
、
日

光
そ
ば
祭
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
こ
の
そ
ば

祭
り
は
関
東
地
方
で
最
大
規
模
と
言
わ

れ
、
会
場
は
日
光
市
大
谷
川
公
園
で
、
出

店
そ
ば
屋
は
二
十
四
軒
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
そ
ば
店
は
通
路
に
面
し
三
～
四
張

り
の
テ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
、
特
に
そ
ば
打

ち
を
行
う
テ
ン
ト
は
、
周
囲
を
透
明
な
ビ

ニ
ー
ル
で
囲
わ
れ
て
い
る
為
、
通
路
側
か

ら
そ
ば
打
ち
の
状
況
を
よ
く
見
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

参
観
者
は
こ
う
し
た
そ
ば
打
ち
を
見

な
が
ら
、
気
に
入
っ
た
店
で
そ
ば
を
食
べ 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

会
長 

齊
藤 

登 

 

 

０４８－５８５－２６７８ 齊藤 宅 

そ
ば
打
ち
同
好
会
（
康
寿
会
） 

代
表
幹
事
：
中
林 

宏 

え
ら
れ
る
方
々
に
「
退
職
者
の
皆
様
へ
」

の
リ
ー
フ
を
準
備
し
て
配
布
を
お
願
い

に
出
向
き
、
快
く
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
年
は
Ｊ
Ｄ
Ｉ
（
㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
）、
Ｔ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
に
お
願
い
に
上

が
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
後
輩
に
お
声
掛

け
て
頂
き
、
入
会
勧
誘
を
進
め
て
頂
き

た
く
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

同 

好 

会 

活 

動 
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狩
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
狩
り
、
共
同
菜
園
と

芋
煮
会
、
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 

 

タ
ケ
ノ
コ
狩
り
は
、
４
月
に
群
馬
の
山

に
モ
ウ
ソ
ウ
竹
堀
に
行
き
、
新
鮮
な
竹
の

子
料
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
6
月
に 

は
、
群
馬
の
「
箕
郷
梅
林
」
で
梅
狩
り
に

行
き
、
梅
酒
・
梅
干
し
、
梅
ジ
ャ
ム
な
ど

作
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
美
里
町
の

会
員
宅
の
農
園
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
狩
り
を

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
共
同
菜
園
で
収
穫

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を
使
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
一
杯
や
り
な
が
ら
懇

談
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
堆
肥
の
共
同
購
入
で
格
安
に

斡
旋
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。
個
別
指
導

で
は
、
松
の
剪
定
、
サ
ギ
ソ
ウ
栽
培
、
庭

木
の
電
動
工
具
に
よ
る
剪
定
作
業
な
ど

な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
入
会
ご
希
望
の
方

生
方
ま
で 

（0
4

8
-5

7
2

-3
5

0
5

） 

 

園 

芸 

同 

好 

会 

会  
 

 

6 月の梅狩り風景 

蕎麦食べ歩き旅行（霧降高原） 

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

今
回
の
特
記

事
項
は
埼
玉
県
加
須
市
か
ら
参
加
し
た

「
分
桜
流
・
彩
次
郎
蕎
麦
打
ち
会
」
と

言
う
ア
マ
チ
ュ
ア
の
そ
ば
店
で
、
深
ブ

生
産
技
術
出
身
の
Ｏ
Ｂ
が
見
事
な
手
さ

ば
き
で
、
そ
ば
打
ち
を
披
露
し
て
い
た

こ
と
で
す
。
そ
ば
打
ち
は
他
人
の
技
を

盗
ん
で
上
達
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
う
し
た
そ
ば
祭
り
を
見
る
の
は
良
い

勉
強
に
な
り
ま
す
。
入
会
ご
希
望
の
方

は
中
林
ま
で
（0

4
8

-
5

7
1

-2
2

3
3

） 

囲
碁
同
好
会 

 

代
表
幹
事
：
遠
藤
保
明 

 

囲
碁
同
好
会
の
会
員
数
は
現
在
二
十

二
名
で
す
。
活
動
は
毎
月
二
回
開
催
す
る

「
定
例
会
」
、
春
と
秋
に
開
催
す
る
「
一

泊
研
修
会
」
、
七
月
に
開
催
す
る
「
囲
碁

大
会
」
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
第
四
回

目
に
な
る
囲
碁
大
会
の
内
容
と
結
果
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
参
加
者
は
十
六
名

で
、
四
組
に
分
か
れ
て
各
組
ご
と
に
総
当

た
り
リ
ー
グ
戦
に
よ
る
予
選
を
行
い
、
全

体
を
通
し
て
の
上
位
八
名
が
別
の
日
に

開
催
す
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
ま
す
。 

会
員
の
棋
力
は
中
級
か
ら
高
段
者
ま

で
色
々
で
す
が
対
局
に
当
た
っ
て
は
定

例
会
で
の
持
ち
点
で
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ

を
決
め
る
の
で
一
応
全
員
が
対
等
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
会
で
も
こ
の
持
ち
点
に

よ
り
置
石
の
数
を
決
め
て
対
戦
し
ま
す
。 

今
回
は
優
勝
が
柴
崎
良
夫
さ
ん
、
準
優

勝
が
安
藤
賢
次
さ
ん
、
第
三
位
飯
森
弘
さ

ん
で
し
た
。 

最
後
に
こ
れ
か
ら
囲
碁
を
始
め
た
い

方
の
た
め
に
日
本
棋
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
楽
し
い
囲
碁
入
門
教
室
」
を
開

く
と
色
々
な
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
是

非
試
し
て
く
だ
さ
い
。 

入
会
ご
希
望
の
方
は
遠
藤
ま
で 

（0
4

8
-5

7
3

-8
1

5
0

） 

 

  

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

 

同
好
会
会
員
：
富
田
忠
幸 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
会
員
数
２
５
名

で
、
毎
週
１
回
レ
ッ
ス
ン
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
ま
た
深
谷
地
域
で
活
動
し
て
い
る

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
８
グ
ル
ー
プ
で
の
交

流
会
も
毎
月
２
回
行
い
地
域
交
流
の
場

と
し
て
も
活
発
に
活
動
し
、
人
的
交
流
も

は
か
っ
て
い
ま
す
。 

思
い
切
り
声
を
出
す
こ
と
は
「
腹
式
呼

吸
」
を
必
要
と
す
る
為
「
有
酸
素
運
動
」

に
も
な
り
健
康
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
人
前
で
歌
う
事
で
胸
を
張
り

背
筋
・
腰
が
伸
び
姿
勢
が
良
く
な
り
ま

す
。
更
に
新
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
に

よ
り
覚
え
る
力
、
そ
の
時
代
の
風
景
・
言

葉
に
触
れ
ら
れ
脳
細
胞
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

活
発
な
会
員
は
地
域
文
化
祭
や
介
護 例会練習風景 

 
 

 
 

 
 

代
表
幹
事
：
生
方
文
人 

 

園
芸
同
好
会
は
、
Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
草
花

の
盆
栽
を
展
示
や
庭
木
の
剪
定
講
習
会
、 

し
め
縄
飾
り
作
製
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
既
に
廃

止
し
た
り
、
個
別
指
導
に
し
ま
し
た
。 

 

最
近
の
活
動
は
、
タ
ケ
ノ
コ
狩
り
、
梅 
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ひ
ま
あ
り
代
表
：
渡
部
和
夫 

平
成
二
十
五
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
を

受
け
活
発
に
活
動
を
行
う
事
が
で
き
ま

し
た
。 

●
「
深
谷
市
立
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
春
祭

り
」、「
ま
き
の
木
福
祉
会
納
涼
祭
」、「
し

く
ね
育
成
園
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
に
は
、

テ
ン
ト
張
り
等
会
場
準
備
を
支
援
し
、
当

日
は
ガ
ラ
ク
タ
市
や
昔
子
供
遊
び
等
出
店

し
、
駐
車
場
交
通
整
理
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト

支
援
を
五
日
延
べ
三
十
九
名
参
加
。 

本
年
、
新
た
に
「
多
機
能
ケ
ア 

さ
く

ら
ホ
ー
ム
納
涼
祭
」
が
加
わ
り
一
日
、
午

前
、
午
後
延
べ
十
二
名
参
加
し
ま
し
た
。 

●
「
埼
玉
県
立
深
谷
は
ば
た
き
特
別
支
援

学
校
」
の
運
動
会
と
文
化
祭
開
催
日
の
駐

車
場
交
通
整
理
に
二
日
延
べ
一
三
名
参
加

し
ま
し
た
。 

●
本
年
度
新
た
な
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
、
Ｏ
Ｂ
会
総
会
関
連
の
「
会
員
近
況
報

告
」
他
配
布
資
料
の
印
刷
作
業
を
請
け
負

い
ま
し
た
。 

●
深
谷
市
社
協
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
、

懸
案
だ
っ
た
「
ひ
ま
あ
り
」
専
用
の
ベ
ス 

ト
二
〇
着
制
作
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
中
会
員
に
着
用
し
て
貰
い
意
識
高

揚
を
図
り
ま
す
。 

 

小
旅
行
同
好
会 

代
表
幹
事
：
高
橋
建
夫 

 

の
里
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 

「
平
家
の
庄
」
若
お
か
み
の
出
迎
え
を

受
け
、
全
員
元
気
に
宿
に
到
着
。
と
て
も

静
か
で
落
ち
着
い
た
所
で
し
た
。
五
月
も

末
だ
と
言
う
の
に
湯
西
川
対
岸
に
は
藤
の

花
が
咲
き
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
見

事
で
し
た
。
温
泉
、
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、

湯
め
ぐ
り
茶
屋
、
貸
切
露
天
風
呂
が
無
料

で
利
用
で
き
、
温
泉
フ
ァ
ン
は
大
満
足
で

し
た
。
そ
の
後
、
私
は
初
め
て
で
し
た
が

囲
炉
裏
を
４
～
５
名
ず
つ
で
囲
み
宴
会
が

始
ま
り
、
串
焼
き
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

秋
は
参
加
者
１
８
名
で
鴨
川
温
泉
に
行

き
、
房
総
の
新
鮮
な
魚
貝
を
堪
能
し
ま
し

た
。
清
澄
寺
の
巨
大
杉
を
見
学
し
、
干
物

屋
で
お
土
産
を
買
い
楽
し
い
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。 

入
会
ご
希
望
の
方
は
高
橋
ま

で
（0

4
8

-5
7

2
-0

0
4

6

） 

 

セ
ン
タ
ー
で
歌
い
「
オ
モ
テ
ナ
シ
」
の
心

も
身
に
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
高
齢
者

向
き
同
好
会
で
す
。
若
さ
を
保
て
る
本
同

好
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

入
会
ご
希
望
の
方
は
久
保
田
ま
で 

（0
4

8
-5

3
2

-
1

0
2

6

） 

 

 

                

例会練習風景 

鴨川温泉 ユニバースホテル前にて 

田
大
黒
舞
、
南
部
も
と
す
り
唄
、
津
軽

甚
句
等
で
各
地
の
文
化
祭
や
芸
能
祭
に

出
演
し
披
露
し
て
い
ま
す
。 

民
謡
同
好
会
は
現
在
６
名
と
な
っ
て

寂
し
い
限
り
で
す
が
、
梅
秀
先
生
の
指

導
の
下
で
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
歌

う
の
は
何
よ
り
も
健
康
の
秘
訣
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

入
会
ご
希
望
の
方
は
清

野
ま
で
（0

4
8

-
5

8
7

-3
5

9
4

） 

 

民
謡
同
好
会 

代
表
幹
事
：
清
野
正
一 

民
謡
同
好
会
の
活
動
期
間
は
長
く
、
会

員
の
年
齢
は
７
０
代
後
半
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
皆
元
気
で
稽
古
に
精
を

出
し
て
励
ん
で
い
ま
す
。 

毎
月
第
2
、
第
4
水
曜
日
の
夜
６
時

か
ら
８
時
ま
で
、
幡
羅
公
民
館
音
楽
室
に

て
明
石
梅
秀
先
生
の
指
導
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
特
に
青
森
、
秋
田
民
謡
を
中
心

に
各
地
の
民
謡
を
先
生
の
Ｏ
Ｋ
が
出
る

ま
で
練
習
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
稽
古
を
重

ね
、
得
意
と
す
る
曲
は
南
部
俵
積
唄
、
秋 

練習風景 

小
旅
行
同
好
会
は
春
と
秋
の
年
2
回

バ
ス
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
春
は
５
月
の
末
に
、
栃
木
県

湯
西
川
温
泉
に
出
か
け
ま
し
た
。 

ホ
テ
ル
の
送
迎
バ
ス
に
、
参
加
者
２

７
名
が
乗
り
込
む
と
早
速
ビ
ー
ル
で
乾

杯
が
始
ま
り
ま
し
た
。
龍
王
峡
、
平
家 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 
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Ｏ
Ｂ
会
研
修
旅
行
は
国
会
議
事
堂
見

学
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
バ
イ
キ

ン
グ
、
浅
草
散
策
で
し
た
。
参
加
者
は
六

十
九
名
で
し
た
。 

当
日
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
当
地
方
を

襲
っ
た
台
風
（
熊
谷
な
ど
で
竜
巻
被
害
）

一
過
の
晴
天
で
、
車
窓
か
ら
は
富
士
山
が

く
っ
き
り
と
見
ら
れ
、
都
内
に
入
る
と
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
つ
つ
国
会
議
事
堂 

平
成
２６
年
の
主
な
行
事
予
定 

＊
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

予
定
日 

三
月
六
日(

木) 

場
所 

仙
元
山
・
北
多
目
的
広
場 

 
 

雨
天
時
は
三
月
一
二
日(

水
） 

＊
東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会
総
会 

予
定
日 

 

五
月
十
七
日
（
土
） 

場
所 

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷 

＊
研
修
旅
行 

予
定
日 

 

九
月
頃 

旅
行
内
容 

 

検
討
中 

詳
細
は
別
途
ご
案
内
予
定
で
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
予
定
を
確
保
し
て
頂
き
、
一

人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
：
加
藤 
厚 

長
谷
川
勇
さ
ん
が
二
十
五
年
一
月 

安
倍 

満
さ
ん
が
二
十
五
年
三
月 

岡
部
一
実
さ
ん
が
二
十
五
年
八
月 

岸
井
達
生
さ
ん
が
二
十
五
年
十
月 

小
林
一
美
さ
ん
が
二
十
五
年
十
月 

猪
狩
常
夫
さ
ん
が
二
十
六
年
一
月 

 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
編
集
）
広
報
担
当
：
島
津
雅
和 

へ
向
か
っ
た
。
官
庁
街
を
通
り
議
事
堂 

の
参
議
院
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

東
芝
出
身
の
議
員
さ
ん
の
挨
拶
、
説
明 

が
あ
り
厳
粛
な
議
事
堂
を
見
学
で
き
た
。 

殆
ど
国
産
材
で
造
ら
れ
、
今
も
っ
て
威

風
堂
々
と
し
て
い
る
姿
は
や
は
り
大
し

た
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。 

ホ
テ
ル
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
は
ち
ょ
っ

と
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
が
眺
め
も
良

く
、
少
々
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
後
、
浅
草
へ
向

か
っ
た
。
大
勢
の
人
出
の
中
、
思
い
思
い

に
散
策
し
た
り
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
も
研
修
旅
行
を
予
定

し
て
、
既
に
場
所
の
選
定
を
し
て
い
ま
す

が
、
是
非
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
：
寺
本
昌
雄 

熊
谷
市
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
が
有

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か 
? 

私
、
現
在
こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

で
、
番
組
作
り
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
解

説
を
や
っ
て
い
ま
す
。
東
芝
と
ど
ん
な
関

係
が
有
る
の
か
と
言
う
と
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
２
０
０
１
年
に
す
っ
か
り
仕
事
を

や
め
て
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
ら
、
誘
わ
れ

て
も
う
12
年
位
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
番

組
を
作
っ
て
い
る
次
第
で
す
。 

そ
こ
で
早
速
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ラ
イ
ド

で
投
影
す
る
方
式
を
、
Ｐ
Ｃ
で
Ｃ
Ｇ
動
画

を
制
作
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
投
影
す
る
方
式
に

す
っ
か
り
変
え
ま
し
た
。 

ま
あ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
Ｃ
Ｇ
が
博
士
課
程

な
ら
、
私
の
Ｃ
Ｇ
は
保
育
園
で
す
が
、
見

ら
れ
な
い
訳
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。 

2
月
1
日
～
3
月
9
日
迄
は
、
私
の

製
作
番
組
で
す
。
お
時
間
の
あ
る
時
に
是

非
一
度
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
番
組
は
季

節
の
星
座
紹
介
、
天
文
ト
ピ
ッ
ク
、
星

に
ま
つ
わ
る
伝
説
・
神
話
、
話
題
番
組 

特 

別 

寄 

稿 

プラネタリウム館内 
（熊谷市立文化センター内） 

国会議事堂前にて 

40

cm
の
天
体
望
遠
鏡

を
使
っ
た
観
察
会
も

あ
り
ま
す
。 

 

秋 

の 

研 
修 
旅 

行 

の
構
成
で
、
約
５
０
分
の
投
影
で
す
。 

熊
谷
駅
南
口
か
ら
徒
歩
5
分
、
料
金
は 

大
人 

百
円
、
子
供 

五
十
円
で
す
。 

 
我
々
の
活
動
に
対
し
各
施
設
か
ら
感

謝
の
言
葉
や
お
手
紙
を
頂
い
て
い
ま
す
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


